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腫瘍・血液内科 56-01-057 JALSG ALL97維持療法 ビンクリスチン 静注 1.3 mg /m2 d1 4週毎
メトトレキサート 内服 20 mg /m2 週1回 就寝前もしくは朝食後
メルカプトプリン 内服 60 mg /m2 連日 就寝前もしくは朝夕食後
プレドニゾロン 内服 60 mg /m2 d1-4 4週毎

腫瘍・血液内科 56-01-090 高齢者用 CLL用 フルダラビン-シクロフォスファミド 28 フルダラビン 静注 20 mg /b 1hr d1-3
シクロホスファミド 内服 50 mg /b d1-3

腫瘍・血液内科 56-01-091 FC療法 28 制限なし フルダラビン 点滴静注 20 mg /m2 1hr d1-3
シクロホスファミド 点滴静注 250 mg /m2 1hr d1-3

腫瘍・血液内科 56-01-100 JALSG Ph+ALL208維持療法 28 寛解到達後2年まで継続 ビンクリスチン 点滴静注 1.3 mg /m2 30min d1
プレドニゾロン 内服 60 mg /m2 d1-5
イマチニブ 内服 600 mg /b d1-28

腫瘍・血液内科 56-01-117 JALSG ALL202-O 維持療法 寛解導入療法開始後2年間継続 ビンクリスチン 点滴静注 1.3 mg /m2 10min d1
プレドニゾロン 内服 60 mg /m2 d1-5
メトトレキサート 内服 20 mg /m2 分1(寝る前または朝食後) d1,8,15,22
メルカプトプリン 内服 60 mg /m2 分1(寝る前) d1-28

腫瘍・血液内科 56-01-124 Nelarabine 21 ネララビン 点滴静注 1500 mg /m2 2hr d1,3,5 1500mg/m2は成人量
腫瘍・血液内科 56-01-125 ベスポンサ 28 HSCT予定あり:3コース,HSCT予定なし:6コース イノツズマブオゾガマイシン 点滴静注 0.8 mg /m2 1hr d1 1コース目は原則q3w

イノツズマブオゾガマイシン 点滴静注 0.5 mg /m2 1hr d8,15 CRが得られた場合は28日間まで延長可能

イノツズマブオゾガマイシン 点滴静注 0.5 mg /m2 1hr d1,8,15 CRが得られた場合の次のコース以降
腫瘍・血液内科 56-01-138 AZA+Venetoclax 28 PDまで ベネトクラクス 内服 100 mg /b 分1(食後) d1(1コ-ス目) CYP3A4阻害薬併用で減量

ベネトクラクス 内服 200 mg /b 分1(食後) d2(1コ-ス目) CYP3A4阻害薬併用で減量
ベネトクラクス 内服 400 mg /b 分1(食後) d3-28(1コ-ス目) CYP3A4阻害薬併用で減量
ベネトクラクス 内服 400 mg /b 分1(食後) d1-28(2コ-ス目以降) CYP3A4阻害薬併用で減量
アザシチジン 皮下注 75 mg /m2 d1-7 点滴(10min)も可

腫瘍・血液内科 56-01-145 Ara-C+Venetoclax 28 PDまで ベネトクラクス 内服 100 mg /b 分1 d1(1コ-ス目)
ベネトクラクス 内服 200 mg /b 分1 d2(1コ-ス目)
ベネトクラクス 内服 400 mg /b 分1 d3(1コ-ス目)
ベネトクラクス 内服 600 mg /b 分1 d4-28(1コ-ス目)

ベネトクラクス 内服 600 mg /b 分1 d1-28(2コ-ス目以降)

シタラビン 皮下注 20 mg /m2 d1-10
腫瘍・血液内科 56-01-146 AO療法(2コース目) 28 1コース(3コース目以降は別レジメン) アカラブルチニブ 内服 200 mg /b 分2 d1-28

オビヌツズマブ 点滴静注 100 mg /b d1
オビヌツズマブ 点滴静注 900 mg /b d2
オビヌツズマブ 点滴静注 1000 mg /b d8,15

腫瘍・血液内科 56-01-147 AO療法(3-7コース目) 28 5コース(8コース目以降はPDまでアカラブルチニブ単剤で継続可) アカラブルチニブ 内服 200 mg /b 分2 d1-28
オビヌツズマブ 点滴静注 1000 mg /b d1
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